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	開催概要
	までになりました。しかしながら、小児がん経験者ががんの治療を終えたあとの長い人生（ライフサイクル）において、
	さまざまな困難や課題に直面する不安があることも忘れてはなりません。それは健康面の管理を自分ですることであったり、
	進路やキャリアデザインのことであったり、おつきあいや自分の家族を形成していくことだったりするかも知れません。
	この “おとなになっていく”を応援するために、私たちは何ができるでしょうか？　2026年度秋季シンポジウムでは、
	小児科のお二人の先生と小児がん経験者のお二人にご登壇いただき、移行支援のあり方を考えてみたいと思います。

	シンポジスト
	寺田　和樹
	前田　尚子
	1989年名古屋市立大学医学部卒業 名古屋市立大学医学部附属病院、聖隷浜松病院、名古屋第一赤十字病院などを経て、2003年より名古屋医療センター小児科に勤務。小児がん治療や小児がん経験者のフォローアップに従事。


	JCCG（日本小児がん研究グループ）長期フォローアップ委員としても活動を続けている。
	浜田　雅也
	1999年生まれ。幼少期に小児がんを経験し、2024年に、晩期合併症により、腎臓移植手術を実施。
	2017年に製造業として就職し、現在も変わらず勤務している。

	清水　聡

	1995年生まれ。2歳の時に緑色腫と診断、治療開始（1年くらい）。治療後10年で慢性GVHDの徴候が出てきた為、対症療法開始。直近の10年は急性膵炎の為、1回/年で入院。現在は無職。
	参加登録
	お問い合わせ
	ご連絡
	QRCCF事務局へのご連絡は
	右記QRコードからお願いします



